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玉井　眞ちゃん
〈坂田東〉

まこと

1歳のお誕生日おめでとう☆何事にも
興味津々なまことくん！これからも
色々なことに興味を持って元気に育
ってね♡

辻上　隼太ちゃん
〈坂田〉

しゅんた

隼太くん2歳のお誕生日おめでとう！
お兄ちゃんお姉ちゃんに可愛がられ
て仲良く遊んでいるね！パパもママ
も大好きだよ。♡

富岡　陽生ちゃん
〈川田谷〉

よ う

陽生くん、2歳のお誕生日おめでとう！
これからも太陽のようなニコニコ笑
顔で、毎日楽しく健康に過ごして、す
くすく大きくなってね♡

藤綱　栞ちゃん
〈下日出谷〉

しおり

2歳のお誕生日おめでとう♡どんなと
きも元気をくれてありがとう。これ
からもキラキラ笑顔の可愛いしーち
ゃんでいてね。

山下　朝陽ちゃん
〈末広〉

あさひ

1歳のお誕生日おめでとう！いつもニ
コニコ笑顔なあちゃ♡パパとママの
大切な宝物です。これからも一緒に
成長していこうね♪

櫻沢　茉叶ちゃん
〈坂田〉

まかな

茉叶2歳のお誕生日おめでとう！パパ
とママの所に産まれてきてくれて毎
日幸せを沢山くれてありがとう！こ
れからもスクスク大きくなぁれ☆

8月生まれ　　　　　  の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと

写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日

③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】また

は【Eメール】でお送りください。（6月15日消印有効）

※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮

ください。

地
下
足
袋
や
土
の
香
踏
ん
で
畑
返
す

坂
田

山
口

宏
子

植
え
替
へ
て
盆
栽
生
き
る
春
時
雨

上
日
出
谷

押
川

孝
　

日
だ
ま
り
に
声
の
賑
わ
う
つ
く
し
ん
ぼ

末
広

齋
藤

律
子

花
吹
雪
浴
び
て
園
児
の
列
は
し
ゃ
ぐ

下
日
出
谷

山
下
　
恭
子

葉
桜
の
蔭
に
午
睡
の
耕
運
機

坂
田

小
宮
山
　
勝

陽
炎
や
自
転
車
ロ
ー
ド
黄
に
染
り

鴨
川

春
日
千
代
子

花
満
ち
て
独
居
の
我
れ
の
午
後
三
時

東

豊
田

鈴
子

渓
声
の
水
に
う
つ
ぶ
す
落
椿

若
宮

小
澤

水
明

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
揺
ら
ぐ
ほ
ど
な
り
櫻
東
風

加
納

髙
橋

眞
次

む
づ
か
し
い
話
は
あ
と
で
花
見
酒

泉

山
崎

洋
子

き
さ
ら
ぎ
の
空
澄
み
わ
た
り
金
柑
の
た
わ
わ
な
る
実
に
野
鳥
飛
び
入
る

若
宮

山
蔭
　
明
代

リ
ュ
ッ
ク
背
に
駿
馬
の
ご
と
き
黒
き
目
の
少
年
立
ち
お
り
風
の
ホ
ー
ム
に

坂
田

中
井
加
恵
甫

風
光
る
向
こ
う
岸
か
ら
焼
却
炉
か
す
か
に
煙
り
立
ち
登
り
け
り

倉
田

安
中

久
遠

春
風
へ
米
寿
の
友
の
弾
く
指
に
大
正
琴
の
澄
み
わ
た
る
な
り

朝
日

下
田
　
幸
子

山
里
に
ド
ロ
ー
ン
は
音
を
撒
き
散
ら
し
古
刹
の
庭
の
さ
く
ら
撮
り
け
り

朝
日

大
野

君
子

風
強
き
川
辺
の
道
を
ペ
タ
ル
漕
ぐ
わ
が
白
髪
は
後
へ
な
び
く

坂
田

小
林

茂
之

夜
の
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を
照
ら
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染
め
つ
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灯
の
灯
り
に
ゆ
る
る
花
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あ
り

若
宮

中
坂

紘
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短
　
歌

（
選
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協
力…

桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）
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住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
【
郵
送
】
【
直
接
】
ま

た
は
【
Ｅ
メ

ル
】
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
切
り
…

月

日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、

月

6

15

8

号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。
）

（
俳
句
は
1
人
3
句
、
短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
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付
け
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必
ず
楷
書
で
記
入
）
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句
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に
掲
載
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桶
川
市
に
は
建
造
物
や
民
俗
芸
能
を
は
じ
め

数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

国
指
定
重
要
文
化
財
「
埼
玉
県
後

う
し
ろ

谷や

遺い

せ

き跡
出

土
品
」
や
市
指
定
文
化
財
「
高た

か

い井
遺
跡
出
土
品
」
、

「
氷
川
神
社
古
墳
出
土
品
」
な
ど
は
発
掘
調
査
に

よ
り
出
土
し
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
26

年
度
に
実
施
さ
れ
た
堀ほ

り
の
う
ち

ノ
内

遺
跡
第
4

次
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

堀
ノ
内
遺
跡
は
、
市
域
の
東
部
、
大
字
坂
田

に
所
在
す
る
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
昭
和
55

年
以

来
3

回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
早
期

の
炉ろ

穴あ
な

群
、
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
跡
6

軒
、
近

世
中
期
後
半
の
遺
構
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
4

次
調
査
で
は
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
跡

が
新
た
に
6

軒
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、
方ほ

う
け
い形

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

と
呼
ば
れ
る
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前

期
に
か
け
て
の
有
力
者
の
墓
や
同
時
期
の
住
居
跡

8

軒
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

【
縄
文
時
代
の
堀
ノ
内
遺
跡
】

第
4

次
調
査
に
お
い
て
、
新
た
に
6

軒
の
住

居
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
縄
文
時
代
中
期
の

住
居
跡
は
12

軒
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
発
見

さ
れ
た
住
居
跡
の
配
置
を
み
る
と
環
状
を
な
す
集

落
の
形
態
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。　

遺
物
と
し
て
は
、
住
居
跡
や
土ど

こ

う壙
な
ど
か
ら

多
く
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
第

8

号
土
壙
か
ら
出
土
し
た
最
大
口
径
65
㎝
、
高
さ

53
㎝
に
お
よ
ぶ
大
型
の
深
鉢
や
、
第
5

号
住
居
跡

か
ら
出
土
し
た
凹

く
ぼ
み

石い
し

に
転
用
さ
れ
た
大
型
の
石

棒
は
、
こ
の
遺
跡
を
特
色
付
け
る
も
の
で
す
。

特
に
石
棒
に
つ
い
て
は
、
緑

り
ょ
く

泥で
い

片へ
ん
が
ん岩
と
い
う
、

こ
の
辺
り
で
は
採
取
さ
れ
な
い
石
材
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
ど
こ
か
ら
石
材
を
入
手
し
た
の
か
、
ま

た
、
本
来
儀
式
に
使
う
祭
器
で
あ
る
石
棒
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
木
の
実
を
く
ぼ
み
に
置
い
て
割
る

生
活
道
具
の
凹
石
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

【
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
堀

ノ
内
遺
跡
】

方
形
周
溝
墓
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に

川
田
谷
を
は
じ
め
と
す
る
市
域
の
西
側
に
お
い
て

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
域
の
東
側
に
お
い
て

は
、
昭
和
42

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
加か

の

う納

入い
り
や
ま山
遺
跡
以
来
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
期
の

住
居
跡
に
つ
い
て
も
市
域
東
側
に
お
い
て
類
例
の

少
な
い
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
方

形
周
溝
墓
の
南
東
辺
の
外
溝
か
ら
は
、
横
転
し
た

状
態
で
ほ
ぼ
完
形
の
壺
形
土
器
が
出
土
し
ま
し

た
。
こ
の
壺
は
底
の
部
分
を
11
㎝
幅
で
打
ち
欠か

か

れ
て
お
り
、
底て

い

ぶ部
穿せ

ん
こ
う孔

壺つ
ぼ

と
呼
ば
れ
る
お
供
え
用

の
壺
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堀
ノ
内
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
遺
跡
の

一
部
が
坂さ

か

だ田
谷や

津つ

や谷
遺い

せ

き跡
公
園
予
定
地
の
地
下
に

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
を
訪
れ
た

際
は
、
我
々
の
祖
先
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
堀
ノ
内
遺
跡
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
が
市
立
図
書
館
や

歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習
文
化
財
課

近
年
の
発
掘
調
査
よ
り

―
堀
ノ
内
遺
跡
第
４
次
発
掘
調
査
―

▶
出
土
し
た
石
棒

▶
壺
の
底
部
の
様
子

▶
出
土
し
た
壺
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